
前年度授業改善推進プランの検証 学習状況の現状と課題 指導方法の課題と授業改善策

第１学年

〇導入で生活体験を振り返らせることで、本時
で考えるべき道徳的価値に迫る見通しをもっ
て授業に臨むことができていた。
〇登場人物の気持ちに思いをはせ、自分の生
活体験などと重ね合わせて考えることができ
ていた。
◎友達との交流時間を設けることで、友達の
意見に触れながら自分の意見に付け加えた
り、考えを広げてることができていた。

〇資料に出てくる登場人物の気持ちを想像して考え
ることができる。
〇資料で扱う道徳的価値について、自分との関わりと
して捉えることができている児童もいる一方、自身の
生活や行動に置き換えることが難しい児童もいる。
〇話し合いを通して、自分とは異なる意見に耳を傾け
るのが難しい児童がいる一方、共感したり、自分の考
えに取り入れたりすることができる児童もいる。
○考えたことを言葉にして伝えることが難しい児童も
いる。

【資料・活用】
①自分自身の学ぶ姿勢
〇導入で発問を工夫し、児童の生活体験を想起させる場面を取り入れながら、道徳
的価値について考えられるようにする。
〇展開後半部で、「もし自分ならどうするか」と考えさせることで、道徳的価値を自分
との関わりで捉えることができるようにする。
②学ぶ内容
○教材を理解するヒントになる挿絵を提示するようにし、挿絵をヒントに考えやすくな
るようにする。
○ロールプレイ等の活動を積極的に取り入れ、具体的な場面から道徳的価値を考
えられるようにする。
【発展・応用】
③学びの方法
◎全体での意見交流だけでなく、少人数で意見を交流する機会も取り入れ、自分に
はない考え方に気付き、更に自分の考えを深めることができるようにする。気持ちに
ついては、何がそうさせていたかなどを友達や教師とのやりとりの中で気付くことが
できるよう意見を交流する機会を増やしていき、さらに自分の考えを深めていくように
する。

第２学年

〇導入で生活体験を振り返らせることで、本時
で考えるべき道徳的価値に迫る見通しをもっ
て授業に臨むことができていた。
〇登場人物の気持ちに思いをはせ、自分事と
して考えることができていた。
◎展開後段では、意見を交流する時間を設
け、様々な考えに触れながら自分の考えを深
めることができていた。

〇生活体験に直接的に結び付く道徳的価値について
は、自分事として捉えることができ、その重要性につ
いて理解している児童が多いが、資料で扱った道徳
的価値を今後の自らの生活や行動に関連付けて考え
ることが難しい児童がいる。
〇資料で扱う道徳的価値については、登場人物の気
持ちを想像して考えることができるが、一方で「悲しい
気持ちになる」、「嬉しい気持ちになる」などの記述に
とどまり、自分の生活と関連させたり、自分ならどのよ
うに行動するか考えたりする児童が少ない。

①自分自身の学ぶ姿勢
〇展開後半部では道徳的価値について自分事として捉えることが
できるよう資料に基づいて「自分ならどのように行動するか」を考え
させるようにする。
②学ぶ内容
資料内容に応じて、ロールプレイや役割演技などを取り入れ、具体
的な場面を想像できるように工夫する。
③学びの方法
◎自分の考えを整理する時間を十分に確保しつつ、少人数での話
し合い活動から全体で意見を共有する。特に「嬉しい」「悲しい」など
の気持ちについて、どうしてそう思ったのかなどを友達や教師との
やりとりの中で気付くことができるよう意見を交流する機会を増やし
ていき、さらに自分の考えを深めていくようにする。

第３学年

〇ロールプレイや役割演技をすることで、
自分事としてとらえることができてきた。
〇道徳で学んだことを学校生活や行事の
中で活用できる場面を探すことで、日常生
活と関連付けて考えていた。
◎話し合い活動から多様な考えがあるこ
とを理解できていた。

○資料で扱った道徳的価値の理解について、自
分の生活や環境に似ている場面がある時には,
自分のことのように考えられる児童が少し増えて
きた。
○役割演技やロールプレイを積極的に取り入れ
ることで登場人物を自分事として捉えることがで
きる児童が多いが、自分の生活と結び付けられ
ていない児童も見られる。
◎話し合い活動を通して、道徳的価値に対する
多面的・多角的な見方があることは客観的に理
解してきている。望ましい姿が理解しているもの
の、実践するとなると本音は反対の行動を指す
児童も多くいる。

①自分自身の学ぶ姿勢
○学校生活や行事等の中に道徳的価値が認められる場面を見つける。児
童が道徳について考えた場面を授業に取り入れることで自分の生活と道
徳との関わりを認識させ、積極的に学ぶ姿勢を身に付けさせる。
②学ぶ内容
〇授業の最後の振り返りでは、登場人物の行動や心情を考え、自分の生
活と関連させたり、自分に置き換えさせたりして自分事として捉えられるよ
うにする。自分の生活と結び付けるために、自分の立場で考えられるよう
に発問を投げかけていく。ロールプレイや役割演技など児童にとって身近
な問題として捉えられるような活動を取り入れる。
③学びの方法
◎少人数での話し合い活動から全体で意見を共有することで、児童が様々
な意見に触れる機会を増やし、多様な考えを受け入れられるようにする。
意見交流の時間を十分に確保する。友達の考えを受けて、自分の考えの
変容がみられるようにする。

第4学年

◎展開後段で話し合いの時間を十分に確
保し、また、自己評価を毎回行うことで、自
分の学びを深め、振り返ることができた。
〇教材文について様々な視点で話し合い
を行ったことで多面的・多角的に考えるこ
とができた。
〇ワークシートを活用した話し合いの時間
を積極的に設け、友達の意見を聞き合うこ
とで学びを深めることができた。

〇資料に登場する人物の心情を想像したり、とるべき
行動について考えたりすることができる。
○資料で扱った道徳的価値の理解について、自分自
身との関わりの中で深めることができている。
〇話し合いを通して、自分とは異なる意見にも耳を傾
け、共感したり、自分の意見に取り入れたりすること
ができる。

①自分自身の学ぶ姿勢
〇自分と異なる立場や考え方を理解できるよう、参考になった友達
の意見をノートに書いたり友達の意見に対して自分の意見を言った
りすることで、学びを深める。
②学ぶ内容
○道徳的価値に関わる問題については問いによって二項対立の構
図を作り出すなどして、様々な視点から考えることができるようにす
る。
③学びの方法
◎展開後段においては、道徳的諸価値について自分の行動や考
えについて振り返る時間を十分に取り入れる。
〇授業の最後に自己評価の欄に〇を付けさせることで、自分の学
びを振り返ることができるようにする。

第5学年

◎学習の最後に振り返りを行う中で、自分
の生活と関連付けて考える時間をとるよう
にした。
〇発問を精選したことで、児童がじっくり考
える時間が確保され、自分の考えたことを
ワークシートに書くことができた。
〇自分の考えをペアやグループで伝え
合ったことで、思いを共有し、考えを深め
ることができた。

〇資料を読み、登場人物の心情を想像することはよく
できる。
〇自分の生活や行動に置き換えて考えることが、苦
手な児童がいる。
〇考えるべき道徳的価値について、登場人物の心情
に寄り添った考えをもつことはできるが、自分の生活
に結び付けたり、自分事として捉えたりすることが難し
い児童が多い。

①自分自身の学ぶ姿勢
○学びを広め、深めるために、発言の仕方、話し合いの仕方を工夫する。
児童がグループや学級で話し合う時間を保証し、多くの意見に触れられる
ようにする。
②学ぶ内容
○児童が考えるべき内容が明確になるよう、発問を精選し授業で実践して
いく。　どちらとも判断しかねる発問や、葛藤を抱かせるような発問をするこ
とで児童にとって自分事として落とし込む時間をとる。
③学びの方法
○授業の展開を前段と後段に分け、資料中の出来事から道徳的価値につ
いて考える時間（前段）と、自分の生活と関連付けて考える時間（後段）を
分けた学習になるよう工夫する。

第6学年

〇登場人物と自分の普段の生活を比較す
ることで、道徳的な価値についてより自分
事として捉えて考えを深めることができ
た。
○資料の提示の仕方を工夫することで、
主題に迫る意見をもつ児童が増えた。
〇主発問の後には、机間指導をして、考
えるべき道徳的価値に近付けている確認
し、必要に応じて補助発問を行うことで道
徳的価値についての考えを深めることが
できた。
◎毎回の授業で、話し合いができる場面
をできるだけ用意して、多様な考え方を伝
え合うことで、学びを深めることができた。

○資料を読み、登場人物の心情を推察することはよく
できている。
○個々で考えをもつことはできるが、全体の場で意見
を出し合っていくことが苦手な児童が多く見られる。小
集団での話し合いであれば、前向きに、自分の考えを
伝えたり、相手の意見を聞いたりする姿が見られる。
○友達の意見を聞いて受け入れることができる。
○他教科との関連性や、自分の生活の中の出来事と
の関連性をもちながら考えられるよう力を伸ばしてい
く必要がある。

①自分自身の学ぶ姿勢
〇自分と異なる立場や考え方を理解できるよう、参考になった友達
の意見をノートに書いたり友達の意見に対して自分の意見を言った
りすることで、学びを深める。
②学ぶ内容
◎話し合い活動を通して、多様な考え方を受け入れられるよう、小
集団と全体とを効果的に取り入れていく。
③学びの方法
〇展開前段で、資料中の出来事での道徳的価値について考え、展
開後段では自分事として考えられるよう、発問を工夫していく。
〇資料の提示を工夫し、より焦点化して考えられるようにする
〇考えるべき道徳的価値について、それらの価値からどういった行
動が考えられるかについてより深く考えられるよう、補助発問を精
選していく。また、意図的指名など、より多くの考えが出せるよう、発
言のさせ方も工夫する。
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